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資料13 二つの事業は目的も内容も異なります

「放課後子どもプラン」で推進される二つの事業の違い（2007年度）
事業内容 放課後子ども教室 学童保育（放課後児童クラブ）

文部科学省生涯学習政策局 厚生労働省雇用均等・児童家庭局所管・担当課

生涯学習推進課 育成環境課

▽すべての子どもを対象として、 ▽ 共働き家庭などの留守家庭のおおむね1主旨

安全・安心な子どもの活動拠点 0歳未満の児童に対して、

（居場所）を設け、地域の方々の 放課後に適切な遊びや生活の場を

参画を得て、子どもたちとともに勉強 与えて、その健全な育成を図る。

やスポーツ・文化活動、地域住民との （児童福祉法第６条２第２項に規定）

交流活動等の取り組みを ▽学童保育の未実施小学校区の早急な解消

推進する。 を図るためのソフトおよび

ハード両面での支援措置を講じる。

68.2億円（国負担分） 186億円（国負担分、前年比28億円増）予算額

（2007年度）

１万か所（2007年度は5707校区で実 ２万か所（2007年５月現在、16668か所で実実施目標数

施） 施）

特定の固定した施設はなく、体育館 学童保育の専用施設（室）は、余裕教室を転実施場所

や運動場、公民館などの施設 用したり、校内の独立施設、児童館内の専用

を活用 室など

2007年12月現在の実施状況調査から 2007年の学童保育実態調査から実施状況

（文部科学省・厚生労働省合同調査） （全国学童保育連絡協議会実施）

5707校区で実施。実施回数は把握さ 年間290日開設が全体の半数。平均開設日実施状況

れていません。この事業の前身「地域 数は278日。土曜日は８割が朝から１日開設。

子ども教室」（2006年度8300か所で実 長期休業日は朝から１日開設。１施設の年間

施）は、１か所あたり年間平均87回実 開設時間は1650時間に及ぶ

施された

同上の「地域子ども教室」は1回の平 １施設当たりの平均入所児童数44.7人利用児童数

均参加児童数32.5人

2006年度の「地域子ども教室」の 延べ利用児童数は２億700万人。年間延べ利用

延べ利用人数は、2117万人。１か所 １施設当たりの延べ利用児童数１万2426人児童数

延べ参加者数平均2545人。

保険料程度 保育料の全国平均は7000円程度保護者負担

地域の高齢者等がボランティアと 専任指導員は１施設平均3.86人。７割の指導スタッフ・

して協力 員が保育士や教諭の資格を持っている。指導職員

員の年間勤務時間は約1800時間にも及ぶ

（政府の資料を参考に全国学童保育連絡協議会が作成）




